































































































































































































































































































































































































































































た だ し、Drucker は 当 時 の GM 副 会 長 の
Donaldson Brown から調査を依頼されたのだが、


































に異例を Sloan は排除せずに、Drucker にトッ
プの経営幹部たちで構成される委員会への出席
と GM の機密事項に触れることまで認めてい











また、シボレー事業部長の Marvin Coyle は将
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